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国際研究集会

「創造性とは何か?一複雑適応系における創発現象-J

村瀬雅俊

京都大学基礎物理学研究所

1) What is Creativity? 

Emergent Phenomena in Complex Adaptive Systems 

http://www.kier.kyoto-u.ac.jp/ICAM/complexity/conference08.html 

2)国際研究集会

3)京都大学経済研究所との共催

International Institute for Complex Adaptive Matter協賛

Asia Pacific Center for Theoretical Physics協賛

早稲田大学複雑系高等学術研究所協賛

林原生物化学研究所協賛

4)開催期間

2008年 10月20日-.，23日

日開催場所

コープイン京都会議場

6)世話人

西村和雄(京都大)相沢洋二(阜稲田)野間俊一(京都大〉

蛇名邦禎(神戸大)郡可幸雄(神戸大)Alberto Oliberio (Univ. Rome) 

Mark Blumberg (Univ. Iowa) H. Atmanspacher Clnst. Psychology) 

村瀬雅俊(京都大)

連絡責任者:村瀬雅俊 murase@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

提案説明者:村瀬雅俊 murase@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

• M. Murase ffThe Dynαmics ofCellu1ar Motility" John Wiley & Sons (1992) 

員ttp://凶l.handle.net/2433/49123 
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「創造性とはイ可か? -複雑適応系における創発現象-J

7)背景

2007年 10月15日---20日 (6日間)に、西宮湯}II国際シンポジウム「生命と

は何か?湯川のこれから 100年の夢Jを開催した。

Proceedings: 
Progress of Theorefical Physics 
Supplement No.173， 1-370 (2008) 

http://www.戸lkawa.kyoto-u.ac.jp/contents/seminar/archive/2007/ny20071

物理学、分子生物学、ナノ化学、計算科学、認知科学、複雑系生命科学など

さまざまな分野の研究者が集い、分子モーター、分子設計、遺伝情報分子解析、

細胞情報処理、モデル繕胞系の計算科学論、生態系、こころの進化など、生命

現象のさまざまなトピックスについて学際的な討論を活発に行なった。京都大

学総長裁量経費の支援を受けて、国際的には ICAM(Institute for Complex 

Adaptive Matter)およびAPCTP(Asia Pacific Center for Theoretical Physics) 

からの助成を得ると共に、京都大学7部局(経済研、霊長類研、化学研バイオ

インフォマテックスセンタ一、こころ未来研究センタ一、生態学研究センタ一、

三才学林、オーフンコースウエアー〉の協賛を得て、参加者90名(うち外国

人は6カ国より 19名)が集い活発な議論を行った。 討論されたトピックスの

多様性にもかかわらず、生命系において普遍的に存在すると思われる構成原理

を探求するという機運がいっそう高まった。

国際シンポジウム f生命とは荷か?湯舟のニれから 100年の夢j の論文集

は、 Progressof Theoretical Physics: Supplement No.1 73， 1・370(2008)に掲載。

http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/-ptpwww/ 

円

δハV4ム



研究会報告

2007年12月6B-.，9日付日間)には、SantaFe研究所でModelsof Emergent 
Behavior in Complex Adaptive Systems (Organizer: David Pines他〉が関

擢され、本国からは西村和雄と村瀬が参加した。ここでは、物理系・経済系・

社会系、生命系などに関する現象やモデ、んの提示につづ、いて、異分野の研究者

からさまざまな観点に基づ、く討論が展開された。特に、それぞれのシステムの

特性によらない普遍原理の探求が重要なテーマであった。 2008年 1月 14B-.， 
17日 (4日間)に辻、 2008ICAM運営委員会(於:Santa Fe)が開催され、

本学から村瀬が出滞し、先の国際会議の成果報告と今後の計画の紹介がなされ

た。さらに、 2008年 9月9B -.，12日仏日開〉には、 DynamicDays Asia Pacific 
(組織委員長:原山卓久、 ATR)が開催され〈於:奈良〉、複雑系・生命系に

おける同期現象・カオス動力学・創発現象などが集中的に討論された。

こうした我が国の内外における創発現象に対する物理系・生命系・経済系へ

の関心の実質的な高まりを踏まえ、本国際会議では前回参加していない新たな

外国人を世話人に加え、表記の日程で研究会計画を提出することとなった。

8)テーマ

創発現象を理解しようとする際に、まず重要なことは「創発性とは何か ?J

あるいはより一般的に「創造性とは何か ?J といういわゆる倉j発性・創造住の

明確な定義づけに関する問題意識を持つことである。その方策として、モデ)v
系の構築と解析は欠かせない。具体的には、まず明確に記述可能な構成要素が、

全体として 1つのシステムを構成する擦に、どのような拘束条件で、要素レベ

ルの機能には見られなかった全く異質な機能が自己発生するかを理解する必要

がある。

異体的な方法論として、以下の2つを検討する。

(a)実在する‘複雑'系の結約モデルの探求

(b)仮想的な‘単純'素子から構成可能な Toy'モデルの構築

第 1の方法論を探求する際には、もちろん現実の観発現象に関する最新のト

ピックスを熟知する必要がある。ポストゲノム時代の今日、分子生物学の新た

な知見の 1つは、遺伝子の儀きには遺伝プログラムが進行するにあたって、履

歴が刻印されるメカニズムの存在が明らかにされたことである。つまり、 f生

物個体は、遺伝的に決定されないように、遺伝的に決定されているJというこ

とがわかってきたのである。 M.Blumbergは生物個体の環境ーさらには、その

親やそのまた親の環境との遭遇をとおして得た‘経験'が、世代を超えて子孫

に‘謎承'されるという驚くべき実験事実を提示している。対象としているシ
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「窟j造?生とはf可か? -複雑適応系における箆発現象-J

ステムの挙動を探求する際に、その時点で法生存していない祖先の経験が刻印

されているという視点は、たんにシステムの要素還元をすすめることだけでは、

解決されない重要な開題をはらんであり、創発現象を考察する際にきわめて重

要と思われる。つまり、複雑な生命系の維持・発展には、遺伝子に基づく絶対

的な制御可能性が、はじめから想定されていないわけで、この結対的制御系の

不在という事実は、社会経済の推移をどのように制御可能かなどに関連して、

西村和雄の研究テーマ複雑系経済学における経済の予測可能性を論じる際にも

重要な問題提起と思われる。

別の具体例として、脳機能マッピングが挙げられる。最近の著しい画像診断

技術の進歩によって、記意や学習、新奇性に対するストレス反応などのタスク

のもとで、脳機能の部域差や動的特性が精密に測定されるようになってきた。

A.Oligerioは、神経生物学研究所所長として、脳機能・脳領域の相関ダイナミッ

クスの第一人者である。しかも、動物実験のデータから、こうした脳活動変化

が遺伝子レベルの発現変化とも密接に相関することが明らかになってきた。遺

伝子レベルから、神経細抱、神経繕胞集団、脳領域にまでおよぶ階層的複雑系

の自己制御可能性と、その逸脱として生じるさまざま立疾患は、縮約モデルを

構築する擦に重要な視点を提供する。こうした観点から、野間俊ーによる臨床

研究は、意義深い視点を提供する。

第 2の方法論を探求する際には、倉j発性が出現可能な仕掛けが必要不可欠で

ある。そのためには、階冨的な拘束条件をあらかじめ用意しておくことが必要

であるということが、制御工学の観点から予想される。工学者の鈴木良次が主

張しているのは、ローカルな拘束とグローバルな拘束の共存である。システム

が全体として適応的に機能しながらも、要素レベルではシステムを駆動しうる

不安定性が要求される。ここで重要なことは、拘束条件として搭層住をあらか

じめ用意しておく必要があるが、その階層性を‘種'あるいは‘核'として、

より高次の階麗性が持続的に構成できるような原理とその具体的な表現型の探

求である。例えば、トポロジー的に全く異質な閉じた構造(昌己)と開いた構

造(非自己)をあらかじめ用意しておいて、両者の循環から複雑な階層構造が

出現するという‘自己・非自己循環原理' 討す瀬雅俊、京大学術出版会、 2000)

置村瀬雅俊『歴史としての生命:自己・非自己循環理論の構築』京大学街出版会2000年

http://hdl.handle.netI2433/49765 

は、 1つの指導原理の可能性として考えられる。これとは独立に、理論生物学

者の郡司幸雄は2つの全く異なる系として、有限系と無隈系を想定し、両者の

対応関係を計算論的に再構成することによって、創発現象を探求のための‘Toy'

モデルを研究している。
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研究会報告

Invited Speakers 

Mark S. Blumberg 

Professor 

Department of Psychology 

University of Iowa 

Harald Atmanspacher 

Head 

Institut fuer Grenzgebiete der 

Psychologie und Psychohygiene e. V. 

Department of Theory and Data Analysis 
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Adrian David Cheok 

Professor，玄.eioUniversity 

Graduate School ofMedia Design 

Deputy Director， Interactive 

組 dDigital Media Institute 

National University of Singapore 

Lud杭kLeibler 

Director 

Centre National de Recherche Scientifique 

(CNRS)， Paris 

「創造性とは何か? -複雑適応系における館発現象-J

Shigeru Miyagawa 

Professor 

Depar主mentof Linguistics & Philosophy 

Massachusetts Institute of Technology 

Speaker's comments 
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研究会報告

Progr:笛n

Octo忌er20(Mon.)

18:00-21 :00 喪.eception Cω'p Inn Kyoto R錨緑町組t(1∞a缶don島長rst:t1oor)

October21σue.) 

9:00.......9:10 

Ur三v関 ity)

9:10.......9:50 

10:00-11:00 

11 :20-12:00 

12:00-13:30 

13:30-14:30 

14:40-15:40 

cbair: M溺拠品iMurase，Ad企ess:玄位uoNi剥週間，Cb鍔 r:Shigeru f¥直yagawa

Tru血peu玄:Tos主inori玄ondo

Cbair:組事訴oshiNara (Okayama U坦V錨 ity)

Opening Speech: Kazuo N組理ura(Instit鴎 ofE∞.nomic:&鎚earch， l(y，成。

M舗ato金iMur鰯(y詮awaInsti加給食xτh侵略calPhysics， Kyoぬむniv<悶ity)
旬 haまisC跨ati司ty?

HarョIld A出 anspぉher (Ins出期釦rGrenzgebie缶 dぽ Psychol句ieund 
Psychohygi鐙 .ee.V.)“Bil常時hicalso留繍組.dSystematic S知.diesof Aspec話
。fCreative~健主詮 Science"

Yぉ法oT御 :zawa(Ins蜘tefor Research in Huma血註.es，KyotoU町郡ity)

“白a1ler事nga"W弱淑nPar必igm:Qu弱加盟理"Race"査0盟 aJ時潤箆e

vi側 po注t"

LunchBreak 
αair: Shigeru Miyagawa例ぉsach1部儲h錯割弱ofTechnology)
M鉱 S.Blumberg (Univ錦町oflowa)

“民velop:血gCぉa註ons紐.dCreぬngDevelop理制"

Cbair: Kuniyoshi西ina(KobeU泊.versi前

Challenging Session 

14:40-15:∞T路市組C戸出a(U出棺sityofCaliおmia，D釘 is，D勾留図鑑ofPhysii偲〉
“C謁ぬ討ち， in Science: Theor拍.calpr吋lC註0脳血 Che凶伺l組 dBiologi切 l

Physi句"

15カか15:20Krishan Kapil勾極(u出V部記deMar部・la-Vallee)

" Potential universal盤echanisms伽寂路島C聡泊客mex伊 im倍鵠lnon-e担当hrimn畳語d

flows" 

15:20-15:40 w;笥，tJev並切断的i守ofW:お凶gton，Depar包:tentofBiology) 

明鵠縮担ght臨 disci雪量nari智:AFlowCIJ匂・0即位yAppr，伺ch"

白血r:Y法io・PegioGu勾i(lζobeUnivl的均r)

16:00-16:40 

17:00-18:00 

Naoko To路 (Alωd飽 icCen彼 forCompu出gand M必iaStudies， Kyoto 

u国versity)
“C叫岡al∞mpu也事"
白羽r:K釦lYOShiYoshi盤酪(Kyc露。U血versity，Depar組側ofChe盟諸y)

Ludw量(Letbl<<(Q富民Nationalde R底卸由&慰謝甲車e)

“訣妊並話時n説:JefS抱sl事溜叫開通Z箇館盟bly."
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October 22 (Wed.) 

9:0か10:00

「倉5造性とは何か? ー複雑適応系における部発表象-J

Chair: Harald A包悶nspacher(Instit1鼠髭rGre回 gぬieおおrPsychologie und 

Psycho註ygiene)

Shig倒Miyagawa併話sachusetぉIns蜘teofT民註nol略y)

勺'heHuman L也guisticSys脂血 Engenders Cv儲tivityT主主oughRecursive 

O阿説。邸持

Chair: Mark S. Blumも信事(Univ1ぽsityof Iowa) 

10:30-11:30 A金ianDavid Cheok (National U坦.versityof S泊客等閑〉

"Feeling Communication: Social and Physica1 Interactive Comm凶註cationand 

Enter胞inmenf~

11:30-13:30 

13ヨ0~14:∞

14:10-15:00 

LunchBreak 

Chair: SJ:堤mαお伽区民匝Women'sUniv喧喝r)

Ag1adæK組編血~戸船出随時~In説知艇長rIn時制eeR抽甑誕&白鴎〉

"Howcl臨nicalw罰磁α沼姐註地pus鉛k誠?

Shunichi Noma (1住油紙Sch，∞~ofM，吋icine，Kyo匂 UniVi錦町〉

“G切語v1句F詮Pat1回，logy-O盆訟紙均ぬonandQ縦揺.onsof也eelf-E恕総ぉe"

Chair:WI鎚tJevin (University ofW.踊bington，De陣也偲tof Biology) 

15:20-16:40 C凶 1偲 gingSe諮問

15:20-15:35 Shu・ic.誕Kinosh尚(N均翻U血versi紛

“Statistical pro戸rti.esof也eru器.ed宣也ess加 dsω.pe虫歯eNK-Kauffrnan盤odelwi血

S儲 le-II1鵠topology"

15:35......15:50 T;位。Kobayぉ誕侭民鎚rchIns出腐食>rln王Tech.，Kyushu U担V錦町，Fi法uoka，

Ja戸時

“M世話.-dynanu岱碍proachwith釦a1ei:凶信組ザ'

15:5()-16:05 Tsuyoshi Hondouσ'ohokuU:也.versity，De何回entof Physics) 

“Musicぉ ama結rialfor sci，鐙.tificliteracy: univ，偲alityand diversity" 

16:05-16:40 Arno S砿必(KyotoU盟問時ity，G筒duateSch∞，lofScience) 
"Impro略滋ion-A Few Not，飴血Music"

16:4()-16:55 

16:55~17:00 

Chair:T:跨vis鎚 Cyn出a(U血.versityof C出。mia，Davis， Depar回entof

Physics) 

BriefCo盟盟組.tson this wa虫:shop

Mark S. Blumberg切断ersi守ofIowa)

AdrianD初.dCheok(N誌onalUniversity of S泊gapore)

Lt蜘孟Lelb訟の誕詑Natiot誕de哀訴訟抵匙sciet掴向島)

Shigeru Miyagawa (Mぉsachuse誌sIns話加teofTechnology) 

α邸血，gAddress Mas臨 hiMuraseσITP，玄)'0ぬUniv，郡ity)
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